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1 背景・目的

背景

今般のコロナ禍では、国・地方自治体を通じて情報システムや業務プロセスがバラバラ
でデータが十分活用できないなど、行政のデジタル化の遅れが目立った。地方自治体
が自ら利用者視点に立ち、既存の業務プロセスを見直すことが喫緊の課題。

本研究会発足の目的

 既存の業務を根本から見直し、業務プロセスを整理することで、自治体職員の生
産性の向上と業務負担の軽減を図る。

 複数自治体間で業務プロセスを調査分析・検証することで、業務プロセスの標準
化を図る。

 BPM※1メソッドを活用した業務改善モデルの有用性や、業務プロセスの標準化の
実現に必要なデジタル技術活用方法について調査分析・検証を行い、デジタル・
ガバメントを推進する。

※１．BPM（ビジネスプロセス・マネジメント）とは、複数の業務プロセスや業務システムを見直し、最適なプロセスに統合・制
御・自動化しながら改善を続けていくための手法です。
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2 主な活動内容

「地方自治体行政事務」における「効果的な業務進捗管理」を実現するため、
以下の事項についてWeb会議形式を中心に検討を行う。

※2．BPMSとは、BPMの実行を支援する情報システムの総称です。

 業務プロセスに関する業務の現状（AS-IS）調査、
あるべき姿（TO-BE）分析

 デジタル化範囲検討

 BPMS※2を活用した業務プロセス改善モデルの
プロトタイプ開発、有用性検証
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3 参加自治体・企業

参加自治体・企業 それぞれの役割

神奈川県横須賀市 人口：39.3万人

広島県呉市 人口：21.9万人

長崎県佐世保市 人口：24.4万人

京都府舞鶴市 人口：7.9万人

トッパン・フォームズ株式会社

■横須賀市/呉市/佐世保市/舞鶴市
旧軍港4市の広域連携を活かし、複数の地方自
治体の生活保護業務を調査分析・検証し、業務
プロセスを標準化。

■トッパン・フォームズ株式会社
BPMメソッドを活用した業務改善モデルの有用性
を分析・検証し、デジタル技術を活用した生活保
護業務の効率化・自動化を支援。

廣川 聡美 氏 （総務省地域情報化アドバイザー/元横須賀市副市長）

池谷 秀登 教授（立正大学 社会福祉学部）

運営協力
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4 検討スコープ
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例：生活保護システム

基幹システムへデータ投入するまでの業務手順を見直す
アナログからデジタルを前提としたプロセスへ

広域研究の検討スコープ
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情報共有
進捗管理

ワークフロー
電子決裁

5 地方自治体行政事務の目指す姿

自治体業務プロセス

TO-BE
（あるべき姿）

紙
ベース

紙決裁
（押印）

属人化AS-IS
（業務の現状）

ペーパーレス
デジタル化
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6 スケジュール

2020年度 2021年度

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月～

マイルストーン

活動スケジュール

 業務プロセス検討
 デジタル技術検討

★各市へ参加要請
★研究会発足準備

★研究会発足
◆最終報告
（3月下旬）

実施計画書
作成

検討会
開催

（計5～6回）

業務プロセス
テンプレート
開発

仮
説
モ
デ
ル
検
証

報
告
書
作
成

・実証モデル検討
・他の業務課題への展開


